
被災事例に基づいた洪水氾濫による道路盛土法肩洗掘の被害発生条件の検討 

 

名古屋大学大学院 学生会員 ○野村 竜矢 

名古屋大学大学院 正会員       椿 涼太 

 

1. 目的 

 氾濫原に配置された道路盛土などの線状盛土構造物は，洪水氾濫の広がりや浸水深に大きな影響をあたえ

る．一方で，大規模な洪水氾濫が発生すると，線状盛土が流水により破壊される例も少なくない．従って，

大規模な洪水氾濫現象を事前評価する際には，線状盛土の破壊を考慮することが望ましい．このような背景

のもと，氾濫原の道路盛土の破壊条件を，2016 年 8 月の北海道空知郡南富良野町の洪水氾濫 (図 1) により

生じた，道路盛土法肩洗掘の被災事例 (例えば図 2) を基に検討する． 

 

2. 被害発生条件の検討方法 

 (1) 被害発生条件の分析方法 

 道路盛土の法肩洗掘は，法面の侵食が進行し，法肩部分の舗装が崩落した結果と考えられる．河川堤防に

も同様の法面侵食が見られるが，破壊要因としては洪水氾濫流の越流量と継続時間が，耐久性については盛

土表面の植生の耐侵食性や盛土の材料特性が規定要因であろう．洪水流の越流状況を把握するために，iRIC 

(Nays2D flood ver.5.0)1) による氾濫解析を実施した．解析条件として用いた河川流量は RRI Model2)により算

定し，解析対象範囲の堤内地盤高及び河道の河床高は平成 18 年度の LP データ及び出水後の河床高 3)を用い

ている．また，本出水については，松本ら 4)が詳細な氾濫状況の分析を行っており，本検討の氾濫解析では，

同資料を基に，解析結果の再現性検証を行った．盛土の耐久性は，河川堤防の構造検討の手引き 5)で使われ

ている平均根毛量で代表した．また，被災の有無は被災当時の写真等を参考にしつつ，氾濫解析のメッシュ

サイズである 5mごとに解明した． 

 

 (2) 被害発生確率の算定方法 

 洗掘の発生条件は，上記の規定要因のみでなく，特に局地的な水の集中や電柱・ガードレールなどの施設

による抵抗の影響を受け，不確実性が大きい．さらに，破壊要因の算定値の各種誤差も避けられない．本検

討では，このように確定的に表すことのできない法肩洗掘事例を，実用的な評価ツールとして実績のあるフ

ラジリティカーブの概念を用いて整理した 6)．  

図 1 被災箇所の概要 図 2 被災の例 

II-029 土木学会中部支部研究発表会 (2019.3)

-129-



3. 結果及び考察 

 盛土越流水深と

盛土高さに対する

後背水深の比を用

いて，被災の有無

を整理した  (図

3)．越流水深が大

きいほど被災しや

すい傾向がある．

一方で，越流水深

が大きいにもかか

わらず，被災して

いない箇所も見ら

れる．これらの箇

所は，盛土高さに

対する後背水深の比の値が大きいことが見て取れる．盛土高さに

対する後背水深の比が大きいことは，法面が水に浸かっており，

盛土を越流する氾濫流による法面侵食作用が小さくなることを意

味している．このような場合，越流水深によらず被災は起こりに

くいものと仮定し，盛土高さに対する後背水深の比が 0.56 未満を

対象に越流水深を説明変数として被災確率を算定した (図 4)． 

 次に，規定要因をより忠実に反映させるために，河川堤防の構

造検討の手引き 5)にて使われている河川堤防の越流水による侵食

深を説明変数として被災確率を算定した (図 5)．本検討では，破

壊の閾値である侵食深 y=2cmを下回る箇所でも洗掘が確認された

が，土質材料等が原因と考えられる．道路盛土は，粒度の良い礫質

土や砂質土が好ましいとされており 7)，氾濫水が盛土内部に浸透

し，法面が侵食しやすくなっていたことが考えられる． 

 

4. 結論 

氾濫原の道路盛土の破壊条件を，2016 年 8月の北海道空知郡南富良野町の洪水氾濫により生じた，道路盛

土洗掘の被災事例を基に検討した．道路盛土の法面侵食には盛土高さと後背水深の比が影響することを明ら

かにした．越流水深を説明関数として，洪水氾濫による道路盛土法肩の破壊確率を評価するフラジリティカ

ーブを構築した．また，道路盛土に対して，河川堤防侵食の既往モデルを適用・比較し，河川堤防に比べた

道路盛土の脆弱性の違いを明らかにした． 
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図 3 盛土高さに対する 

後背水深の比と越流水深の関係 

図 5 侵食深を説明変数とした 

フラジリティカーブ 

図 4 越流水深を説明変数とした 

フラジリティカーブ 
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